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課程の 9 名が参加した。以下に本実践研究の実施概要を述べる。 
 
２. 実習の流れ 
 今年度の日本語クラスは例年より 1 週間早い開始となった。表 1 に実習の流れを示す。 
 
表 1 実習の流れ 
年月日 活動内容 
平成 28 年 12 月 21 日 引き継ぎ 
平成 28 年 12 月〜平成 29 年 1 月 自主勉強会（75 分×5 回） 
平成 29 年 4 月 受講生募集準備（ポスター、チラシ、プレースメントテスト、
Google フォーム等の作成） 
平成 29 年 4 月 17 日〜5 月 18 日 通常授業（全 5 回）（アクション・リサーチ構想発表、教案
指導、ミニティーチング他） 
平成 29 年 4 月〜5 月 受講生募集（ポスター掲示、チラシ配布、受講希望メール受
付）並びにプレースメントテストの実施 
平成 29 年 4 月〜5 月 教壇実習準備（教案・教材作成など） 
平成 29 年 5 月 25 日〜6 月 29 日 教壇実習（月曜 15:15〜17:50）反省会（18:00〜） 
平成 29 年 7 月 20 日 反省会 
平成 29 年 8 月 8 日 アクション・リサーチレポート提出 
 
３. 実習準備 
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年度より 1 回分増やし、河野俊之・小河原善朗著『日本語教師のための「授業力を磨く」30 のテーマ』
から初級の指導法や教案の作成法について学ぶ時間を設けた。 
 
表 2 勉強会の内容 
日程 内容 
1 回目（12/28） 初級クラスの指導法、教案作成について 
2 回目 （1/12） AR の定義と特徴、実施プロセスについて 
3 回目 （1/18） 日本語教育における AR の実践報告例 
4 回目 （1/25） AR トピックの見つけ方、予備調査、データ分析について 





連絡メール、受講希望者の登録用 Google フォームは英語と中国語で作成・対応した。 
 
表 3 受講生募集並びにクラス運営に関する業務 
実施期間 仕事内容（担当人数） 
実習準備期間  メーリングリスト作成・管理        （1） 
 ポスター・チラシ作成           （2） 
 ポスター掲示・チラシ配布         （2） 
 登録用 Google フォーム作成         （2） 
 プレースメントテスト準備         （1） 
 メール対応         （英語・中国語各 1） 
 応募者管理                （1） 
 プレースメントテスト実施        （全員） 
日本語クラス開講後  メール対応・発信（英語のみ）       （1） 
 教室の利用申請及び鍵の管理        （1） 
 授業ビデオ録画              （3） 
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３.４ 募集とクラス分け 




化学類生が開講するクラス（月曜日）の 2 クラスを設けることとなったため、希望曜日も確認した。 
 各クラスの受講生のレベル判定及び希望曜日未指定の応募者のクラス分けのために、応募者には個別
にプレースメントテスト（表 4）を実施し、日本語レベルの判定を行った。木曜日開講クラスの構成は
表 5 のとおりとなった。 
 
表 4 プレースメントテスト 
Ⅰ ひらがな・カタカナ読み問題 
表示されたひらがな・カタカナを読んでください。（PPTで表示） 






評価 （◯・△・☓）  
 【 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 】から 3つ 
 【 10 25 18 37 44 63 】から 3つ 




評価 （◯・△・☓）  




① 今日は何で（どうやって）来ましたか。or 自転車で来ましたか。（  点） 
② ここまでどのくらいかかりましたか。or ここまで何分くらいでした。（  点） 
③ このテストはどうでしたか。（  点） 
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評価（０〜２点）  
  ０・・・質問が理解できず、全く答えられない。 
  １・・・質問が理解でき、単語で答えられる。 
  ２・・・質問が理解でき、センテンスで答えられる。 
合計 
   点 
 
表 5 クラス構成 
受講者数 9 名 
国籍 インドネシア（2）、キルギス（2）、トルコ（2）、アルゼンチン（1）、フランス
（1）マレーシア（1） 









習者役となり、一人 15 分の時間枠で、各自作成した教案から導入部分を中心に抜粋して授業を行った。 
 
４. 教壇実習 
 本節では、5 月 25 日から 6 週間に渡って行った教壇実習について述べる。今年度は 9 名の実習生が 3
つのグループに分かれ、各グループ 2 週ずつ授業を担当した。1 日の授業を 45 分×3 コマ（全 18 コマ）







 全ての教壇実習は、アクション・リサーチのために教室内の 2 台のカメラで撮影した。教壇実習を行
った教室には観察室があり、各週の担当教員（2〜3 名）及び他の実習生が授業をリアルタイムで見学し
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や学習内容などは報告書に記載されるため、本稿では省略する。 
 
表 6 カリキュラム（概要） 
週（実施日） 場面・機能 内容 
第 1 週（5/25） 自己紹介 ・基本的な自己紹介をする 
・わからない言葉を尋ねる 
第 2 週（6/ 1） 道を尋ねる ・行き方を尋ねる 
第 3 週（6/ 8） アパレルショップ ・アパレルショップで服を買う 
第 4 週（6/15） 郵便局／依頼・誘い ・郵便局で手紙、荷物を送る 
・友人に依頼をする 
第 5 週（6/22） 病院／薬局 ・病院で診察を受ける 
・薬局で薬を買う 
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日本語教育実践研究 2 実習報告（A） 
 
八巻 なごみ、楊 雅、章 志鵬 
 
１. はじめに 
 本稿では、平成 29年度日本語教育実践研究 2において筆者らが行った教育実習について報告する。 
 
２. 1回目の教壇実習 
 筆者らのグループは、第 1週（5月 25日）に 1回目の教壇実習を行った。以下にその詳細と振り返り
を述べる。 
２.１ １回目の授業 




表 1 1回目の授業概要 
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 2回目の教壇実習は第 4週（6月 15日）に行った。 
３.１ ２回目の授業 
 第 4週の授業概要は表 2のとおりである。 
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表 2 2回目の授業概要 














































日本語教育実践研究 2 実習報告（A）（八巻、楊、章） 
 





































日本語教育実践研究 2 実習報告（A）（八巻、楊、章） 
 


















日本語教育実践研究 2 実習報告（B）（肖、孫、唐） 
 
 - 53 - 
日本語教育実践研究 2 実習報告（B） 
 
肖 宇彤、孫 芳兵、唐 欣然 
 
１. はじめに 
 本稿では、平成 29 年度日本語教育実践研究 2 において、筆者らが行った教壇実習について報告す
る。6 週間に渡る授業の中で筆者らは第 2 週と第 5週を担当した。 
 







表 1 1 回目の授業概要 
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３. 2 回目の教壇実習 
３.１ ２回目の授業 
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表 2 2 回目の授業概要 
















































 2回目の授業では以下の 2点を達成することができた。 
 学習者に問診票の基本の書き方を理解させることができた。 
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３.３ 2 コマ目 
３.３.１ 準備したこと 










 反省点は以下の 2点である。 
 学生が質問をした際に、それを無視してしまった。 
 導入内容が多すぎて、練習の時間を充分に取れなかった。 















日本語教育実践研究 2 実習報告（B）（肖、孫、唐） 
 
















 - 59 - 
日本語教育実践研究 2 実習報告（C） 
 




「日本語教育実践研究２」の報告である。本実践研究において３人の実習生は 2回（2017年 6月 8日、




２. 第 1回目の教壇実習 
 各コマの授業はそれぞれ担当者が異なるが、原則として岡崎敏雄・岡崎眸（1990）が指摘する「コ
ミュニカティブアプローチ」の言語学習観を参考に授業を設計した。 
２.１ 第 1回目の授業概要 




表 1 1回目の授業概要 
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しかし、語彙選択、時間配布、ティーチャートークなどの点について未熟な点が多く、今後これらの点
を改善することを模索していかなければならないだろう。 
 
４. 終わりに 
 6 週間の実習を通して、教師としての学習者募集、学習内容の決定、教案作成、教具作成、実際の教
壇実習を体験することができた。また、学習内容を選択する時に、学習者の興味関心、日本語レベルに
合わせて作成することの大切さと難しさも体験することができた。一方で、難しい日本語に頼ってしま
ったことや、教師の発言が多くて学習者の発言をあまり誘導できなかったなど、授業方針のコミュニカ
ティブアプローチに相違した点に加え、授業の時間配分や内容調整がうまくいかず、学習者の反応や質
問に臨機応変に対応できていなったのではないのかという問題意識を、指導教員及び他の実習者の協力
により得ることができた。以上の点を今後に向けた改善点とし、本実習における報告としたい。 
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